






















研究目的 

遺伝相談はふつう 1回あるいは比較的短期間に行なわれる数回の面接によって終る場合が

大部分である。一般的にいって,相談事業ではクライアントと継続的な関係を保ち,問題の

結論が実際に利用され,実行されたかを知ることはかなり困難であり,1 回限りの指導,相

談に終ることが多い｡また,遺伝相談においては,遺伝ということから,特に継続したカウン

セラーとの接触を求めたがらず,1 回限りの,しかもクライアント自身も,そのことを問題

にしたことをすら忘れたいという気持が強いように思われる。 

従って,クライアントが結婚や子供をもうけることへの方向をどのように決めていったか

について,カウンセラーはその真の結果,および結論へ至るまでの道程を知る機会はほとん

どない。このため,カウンセラーは自分自身の行なった遺伝相談の結果が,果してどのよう

なものであったかを正確に知ることはほとんどできない。結果はおろか,クライアントに十

分な科学的根拠を理解させえたか,その方法は妥当なものであったか,クライアントは十分

納得し,意志の決定にそれが十分役立ち得たのか,カウンセラー自身の行為をクライアント

側からどのように評価されたかを知ることはできないのである。この事実は,遺伝相談の質

の向上を計るのには致命的な問題であり,望ましからざる結果を生じてもカウンセラーは

それを知りえないということになる｡このような状態が続けられてゆくとすると遺伝相談

の質の向上どころか,これに対する社会的評果をゆるがすことになりかねない｡ 

本研究においては,遺伝相談の質の向上を計ることを目的とし,遺伝相談によってクライア

ントおよびその家族に与えた情報が正しく理解され,意志の決定ならびにその後の行動に

役立ち得たかについて,その全体を知ることは困難にしても,その一部なりとも知ることに

よって遺伝相談の効果を知ることを目的とした｡ 

遺伝相談の効果とは何かということが第一に問題であるが,まず,気軽に受付けてもらうこ

とができ,十分に相談の内容をカウンセラーに聞いてもらうことができ,わかりやすく親切

に説明してもらえ,それが十分理解できたかどうかによって意志の決定が左右されると考

えられる｡したがって,上記の諸点がどうであったか,そして,それが意志の決定に役立った

か否かを明らかにすることによって効果の部が判定できる。 



効果判定の方法を検討した結果,18 の設問からなるアンケート用紙を作成し,このアンケ

ート用紙を用い実際に調査を行った。 


